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一共有 カーテ ンの観点 か ら一
















皿.当 院での4人 床総室の条件(図1参 照)
院することになる。決められた病床環境の中で、患者の
プライバシー を保護 し、テリトリーを確保するために自 1.病 床 面積30m2幅5m奥 行 き6m(壁 芯 か ら壁
由に使用 できる遮蔽物は、ベ ッド周囲カーテン(以 下カ 芯測定)
ーテン)の みである。川口らは、厂入院患者は、与えら 2.病 室 のベ ッ ド配置 ・カーテ ンまでの距離 及びベ ッ ド
れた療養の場所で、患者同士の契約の もとに、我慢 し合 の大 きさ 
い、助け合いながら、テリトリーを認知 していることが
示唆 されたi)。」 と報告 している。多床室においては、
患者同士がともに使用するカーテン(以 下共有カーテン) A B 。i21bI
「
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があることにより、患者の我慢や助け合いの必要性 をい
っそう増 していると考えられる。 K 洗 訣 壽.
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r" 隔 隔 当院では、患者ベッ ド間を遮蔽するカーテンは、一方 ⊥ 一「†
の患者のベ ッドを囲う形で取 り付けられている。そのた 戸




はないかと考えた。 ∴ 倒 鎌 騾嬲難警
そこで私達は、4人 床総室に入院している患者の共有





されているか等についてアンケー ト調査を行った。患者 患者のカーテン使用状況について、ある1日 の実態を




化、ベッド位置による違いをとらえた。	 4.結 果(図2参 照)
1.調 査方法	 時間毎の開閉状況は、 日中は開放 しているが22時 消
看護婦が平成7年10月31日 午前6時 から11月1日 午灯後はカーテンを閉める範囲が広 くな り、6時 点灯後は、
前6時 までの24時 間を1時 間毎 に訪室し、調査項 目に カーテンを開放して過ごしていた。患者の入院ベッ ド位
従って調査を実施 した。 置によるカーテンの開閉状況に差があ り、廊下側のA・
2.調 査対象	 Dベ ッド患者が閉める範囲が広 く、B・Cベ ッド患者が
西10階 外科共通病棟の4人 床総室9室 に当日入院 し 閉める範囲が狭 くなっていた。カーテンの開閉状況は、
ている患者33名 について調査 した。 ベ ッド位置により有意な差(p<0.005)が あることが明
3.実 態調査項 目	 らかになった。
調査時間を変数 とする患者のカーテンの開閉範囲、部 この結果は、A・Dベ ッド患者は、共有カーテンの開
屋の状況、患者の行動を調査 した。 閉についての権利が少な く、共有カーテンの開閉をB・
(調査項目) Cベ ッド入院患者によって左右されるため、共有カーテ
①カーテンの開閉状況	 ンを自由に出来ず、足元カーテンの閉める範囲が広 くな










③患者の行動	 4人 床総室に入院 している患者、及び対象患者の所属
カーテ ンを操作中か、 どのカーテンをどのベ ッドの の看護婦に対 しカーテンについてのアンケー ト調査 を行
患者が操作 しているか った。
患者の状況(睡 眠中、ベ ッドに臥床 している、会話 1.調 査方法
中、テ レビ視聴中、食事中、処置中、読書、寝衣交 ・平成8年11月8日 にア ンケー ト調査票 を配布 し、11
換、清拭中、排泄中、書 きものをしている、その他) 月15日 に回収するまでの留置法で行った。
患者同士の会話状況、患者の表情、患者の状態(点 ・患者の背景については、病院情報システムより、入院
滴中、 ドレーン挿入中等の状況) 月日 ・年齢 ・性別などの情報収集を行った。
(背景因子) ・同時に、看護婦に対 して、カーテン認識に関するアン
性別、年齢、看護度、手術前または手術後 日数、入 ケー ト調査 を行った。
院経過 日数、4人 床総室でのベッド位置 ・カーテンを閉めたい患者の気持ちは、3段 階で調査 し、
尚、調査項 目②③の結果は省略。 その気持ちの段階を度合い と示す。
カーテンを3分 割 し、患者に閉めたい量 を共有カーテ



















8 610121418182022242	 46 ・アンケー ト用紙配布時に、A・B・C・Dベ ッド位
幽 問(時)






表1患 者の背景別人数	 表2調 査項目
総人数296人
患者の属性 療養の場所 療養め状況
患養の属性 燉 1、 性別 1,ペ ッド位置 i.診 療科
2、 年齢 2、 所属 病棟 2、 看 護度1、 性別 男 144 3,自 宅での生活状況 3、 入院経過 日数
女 15?
2,年 齢	 患者の意識::
10歳 代 ～20歳 代 35
30歳 代 ～40歳 代 72 1、 プライバ シー意 識(12場 面周囲が気 になる度 合い)2.12場 面でmテ ンを閉めたい気持ちの度合い とその範囲
50歳 代 ～60歳 代 139 3、12場 面でカーテンを希望どうりに しているか

冖
70歳 代 ～80歳 代以上 50 4、 現在のペッ ド位置の満足度

5、 好きなベ ッ ド位置

療養め場所 緻 6、 共有カーテ ン操 作時の主導 権

7、 共 有カーテ ン操 作時の とな りのベ ッドと声を掛 け合 っているかについて

1、 ベッド位置A 73 8,自 由に使用 しているカーテン ・声 を掛 けて使用 しているカーテ ンの別

B	 73 9、 希望 のカーテンの取 り付け方




療養め状況 緻	 表312場 面項目
1、 入院経過日数 1、 食事をしているとき
1週間未満 19 2、 寝衣や下着を着替えているとき

1週間以上～2週 間未満 51 3、 身体や顔を拭いているとき
2週 間以上～4週 間朱満 48





6週 間以上～12週 間未満 ..	 6、 ベッドで安静にしているとき







i、現在のカーテン 2、 ベット周囲を囲む1枚 のカーテンが3、 ベッドの間のカーテンと






4人 床総室を有する病棟18部 署(精 神科のみ省 く) 項 目を参考基準 とし作成した。
の155室 に入院中の患者で、対象条件を満たした138室 4.評 価基準
に入院している334名 を対象 とした。回収317名(回 収 1)A・B・C・Dベ ッド患者毎の回答を、カイニ乗検
率94.9%)の うち有効 回答296名(有 効回答率93.4%)定 した。
について分析 を行った。	 危険率p<0.005で 有意 な差を認めた項 目について
対象患者の背景構成については表1参 照。	 採沢 した。
3.調 査項目(表2)(表3)(図3)	 2)12場 面 に於ける患者のカーテンを閉めたい気持ちに
調査項 目設定には、川口らの 「患者のテリ トリー及び ついての3段 階の回答 を、カイニ乗検定 した。危険率







































ンについて は、A・Dベ ッ ド患者は、開放 したいが、
B・Cベ ッ ド患者は、閉めたいと考えている。足元カー




A・B・C・Dベ ッ ド患者間に有意な差があ った。




















































声 を掛 け使用が最 も多 く、足元カーテンについては、自
由に使用している回答が最も多かった。
6.患	者のカーテンの取り付け方希望について(図9)
















































































































































圀共有カー テン声掛け有り 圜 共有カー テン声掛け無し















































3)ベ ッ ド位置 による12場 面のカーテ ンを閉めたい範
大阪大学看護学雑誌VoL3No.1(1997)
囲につ いて(図11)(共 有 カー テン ・足元 カー テン別)
① カーテンを全 く閉 めたい と思 わない場面

共有 カーテン足元 カーテ ンとも差 がなかった。

② カーテ ンを少 しだ け閉 めたいか、全	 く閉めたい と思
わない場面
ベ ッ ドで安静 に している とき、昼間眠 っている とき、
面 会人 との会話は、共有 カーテ ンのみ差があ り、 医
師や看護婦 と会話 して いる ときは差 はな く、 ドアが
開いてい るときは、共有 ・足 元 カー テンとも差が あ
った。
それぞれの差 は、A・Dベ ッ ド患者 は、足元 カーテ
ンを閉め たい と考 え、B・Cベ ッ ド患者 は共有 カー
テ ンを閉めたい と考えていた。
③ カーテ ンを少 しまたは非常 に閉めた いと考 え、 カー
テ ンを開けていた くない場面
寝衣や下着 を着替 えている とき、身体や顔 を拭 いて
い るとき、診察や処置 を受けてい る ときは、共 有 カ
ーテ ン ・足元 カー テ ンともに閉めた い範 囲に差 があ
った。
夜眠 っている とき、共 有 カーテ ンのみベ ッ ド位 置 に
よ り閉めたい範 囲 に差があ った。
それ ぞれの差 は、A・Dベ ッ ド患者 は、足元 カーテ
ンを閉めたい と考 え、B・Cベ ッ ド患者 患者 は共 有
カー テンを閉めたい と考 えてい た。
④ カー テンを非常に閉めたい と思 う場面
部屋 で大小便 を してい ると きは、共有 ・足元 カーテ
ンと も差があ った。
その差 は、A・Dベ ッ ド患者 は、足元 カーテ ンを閉
めたい と考 え、B・Cベ ッ ド患者 は共有 カー テ ンを
閉めたい と考 えて いた。
9.患	 者 の好 きなベ ッ ド位置(図12)
入 院ベ ッ ド位置 に よ り、好 きなベ ッ ド位 置に差 があ っ
た 。全体 の傾 向 として、B・Cベ ッ ドを好 む傾 向であ っ
た。
10.現	在 のベ ッド位置 の満足度 について(図13)
ベ ッ ド位置 に より満足度 に差が あった。B・Cベ ッ ド
患 者 は、 ほぼ満足 して いるが、A・Dベ ッ ド患者 は、不
満足 と答 えている。
Vl.考 察
1.カ ーテ ン使用 実態 か ら
共有 カーテ ンを主 に開閉 してい るの は、共有 カーテン






















カーTン を閉めtい 気持ちの度合い カー Tン を閉めたい気持ちの度合い 





























カー デンを閉めたい気持ちの度合い カー テンを閉めたい気持ちの度合い

























カーテンを閉めtw気 持ちの度合い カー テンを閉めたい気持ちの度合い
圀Aベ ッド 圜Bベ ッド 圖Cペ ッド 圀Dベ ッド 圀Aベ ッド 圓Bベ ッド 図Cベ ッド 圀Dベ ッド
図1012場 面のカーテンを閉めたい気持ちの度合い
ッド患者であった。そして、共有 カーテン使用の声掛け てい る足 元 カー テ ンを 自由 に使 用 してい る と答 えてい
の状況にベッ ド間差はないが、主に開閉している患者は る。 これは、B・Cベ ッ ド患者 が、足元 カー テンを閉め
声を掛けていると考えているが、主に操作 していない患 たい と考 えた時、共有 カーテ ンも閉まる構 造か ら、A・
者 は声 を掛 け られてい ない と考 えている。全患者 の Dベ ッ ド患者 が共有 カーテ ンを開けたい と思 って も自由
38%が 声掛けを行っていない回答 より、A・Bベ ッド患 に開け ることが出来 ない と考 え られ る。
者、C・Dベ ッド患者の関係により、共有 カーテンの不 そ して、B・Cベ ッ ド患者 は、共有 カーテ ンを閉め た
平等が生まれていると考えられる。 い傾向 にあ り、A・Dベ ッ ド患 者は、 開けたい傾向 にあ
























































































圀Aペ ツド[ヨBベ ッド 閣Cペ ッド 嵶Dペ ッド
図11-112場 面のカーテンを閉めたい範囲(共 有カーテン)
ける権利の侵害が考えられる。
又逆に、B・Cベ ッ ド患者が、足元だけを閉めたい と
考えたときに、共有カーテンも閉まる構造から、カーテ
ンを自由に閉め られないともいえる。 しかし、B・Cベ



























圀Aペ ッド 圜Bベ ッド 團Cベ ツドZDベ ッド 圀Aベ ッド 圜Bベ ッド 因Cベ ッド 囲Dペ ッド
昼間眠っているとき 身休や顔を拭いているとき
1器 足元カー テン 足元カーテン1叩 
se
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えていた。声 を掛け使用 している患者は、ベッド位置に 寝衣交換 ・清拭 ・診察や処置 ・夜間眠っているとき、ベ
関わらず共有カーテンを受け入れ、声を掛けない患者は、 ッドで安静にしているとき ・昼間眠っているとき ・医師
共有カーテンを拒否し、独立 したカーテンを望んでいた。 看護婦 との会話 ・面会人との会話 ・ドアが開いていると













































































































析 し、看護の場 面で カー テ ンをどの よ うに使用 してい け
ば良いのかにつ いて、第2報 で報告 したい。
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